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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年2月17日(2011.2.17)

【公開番号】特開2010-132908(P2010-132908A)
【公開日】平成22年6月17日(2010.6.17)
【年通号数】公開・登録公報2010-024
【出願番号】特願2009-297456(P2009-297456)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｅ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｙ

【手続補正書】
【提出日】平成22年12月27日(2010.12.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】インクセット及び記録物
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水と、０．４重量％未満のカーボンブラックと、樹脂成分のエマルジョンとを含む第１
のブラックインク組成物であって、当該エマルジョンのインク組成物中においての固形分
含有量が当該カーボンブラックの含有量の２０倍量以上である、第１のブラックインク組
成物と、
　水と、１．５重量％～１０重量％のカーボンブラックとを含む第２のブラックインク組
成物と、を有する、インクセット。
【請求項２】
　前記第１のブラックインク組成物のカーボンブラックの含有量が、０．０１重量％以上
である請求項１に記載のインクセット。
【請求項３】
　前記第１のブラックインク組成物が含んでなる前記エマルジョンが、ポリアルキレン型
エマルジョン及び／又はエチレン性不飽和カルボン酸単量体及びこれと共重合可能なその
他の単量体を、アルコール性水酸基含有水溶性高分子化合物又は共重合性界面活性剤の存
在下で重合して得られる酸価が４０以下の共重合体を、無機塩基によってｐＨを調整した
ｐＨ調整樹脂を樹脂成分とするエマルジョンである、請求項１または２に記載のインクセ
ット。
【請求項４】
　水と、０．４重量％～１．５重量％のカーボンブラックと、樹脂成分のエマルジョンと
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を含み、当該エマルジョンのインク組成物中においての固形分含有量が当該カーボンブラ
ック含有量の２倍量以上である、第３のブラックインク組成物と、を有する請求項１～３
のいずれか１項に記載のインクセット。
【請求項５】
　前記第３のブラックインク組成物が含んでなる前記エマルジョンが、ポリアルキレン型
エマルジョン及び／又はエチレン性不飽和カルボン酸単量体及びこれと共重合可能なその
他の単量体を、アルコール性水酸基含有水溶性高分子化合物又は共重合性界面活性剤の存
在下で重合して得られる酸価が４０以下の共重合体を、無機塩基によってｐＨを調整した
ｐＨ調整樹脂を樹脂成分とするエマルジョンである、請求項４に記載のインクセット。
【請求項６】
　前記第３のブラックインク組成物が、カーボンブラック含有量０．４～１重量％のブラ
ックインク組成物である、請求項４または５に記載のインクセット。
【請求項７】
　前記第３のブラックインク組成物が、カーボンブラック含有量１～１．５重量％のブラ
ックインク組成物である、請求項４または５に記載のインクセット。
【請求項８】
　インクジェット法により、請求項１～７のいずれか１項に記載のインクセットを用いて
記録された、記録物。
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